家庭礼拝　2010年5月12日　使徒言行録第８章　フィリポの宣教
　賛美歌531　主イエスこそ我が望み　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌536　御恵を受けた今は
起

先週の7章は7人の執事の内のステファノの殉教の話でした。今日の8章も、この七人の執事の一人フィリポの話が中心です。12使徒の中にもフィリポという人がいますが、それとは違う人になります。6章では使徒たちが御言葉に専念するために、7人の世話役を選んだわけですが、むしろそれからは12使徒よりも、執事達のほうが目覚しい働きをしていることが聖書にしるされています。
ステファノが殉教した後、エルサレムの教会には大きな迫害が訪れました。使徒達の他は皆、ユダヤとサマリアの地方に散っていった。と書かれています。使徒達は、エルサレムの教会を守るために残ったのでしょう。そして、残された人々のために責任を持って世話をしていたのだと思います。教会の人々が、ユダヤやサマリア地方に散って行った後、信仰深い人々がステファノを葬り、彼のことを思って大変悲しんだとかかれていますが、この信仰深い人々の中に使徒たちが含まれていたのだと思います。使徒達は、エルサレムに残っていたために、迫害を避けて、目立った働きができなかったのではないかと思います。むしろ散らされていった人々は、迫害から開放され、キリストの福音を告げ知らせながら、巡り歩いたわけです。その人々たちのほうが、自由に御言葉を伝える働きを担っていったわけです。そして今日の主人公、フィリポの話となります。フィリポもまた、迫害を避けて、サマリアの地に下って行って、人々にキリストの福音を述べ伝えたのです。この8章には、フィリポの二つの働きが記されています。一つはサマリアの地での伝道の話です。もう一つはエチオピアの高官に洗礼を施した話です。この二つは、実はキリスト教会にとって、とても大きな出来事の始まりなのです。サマリアの地というのはユダヤ人達が交際を避けていた、半異邦人の地です。そしてエチオピアの高官というのは完全な外国人です。このフィリポの働きと言うのは、期せずして、キリスト教が異邦人の中に伝えられていく始まりだったわけです。異邦人伝道が、パウロによってのみ始められたわけではなく、フィリポのような初代教会の一般的な信徒によって行われました。今日はその話を詳しく見ていくことになります。
承

フィリポの働きの最初は、サマリアでの伝道です。フィリポは迫害の手が追ってこないサマリアに逃れました。そしてそこで人々にキリストを述べ伝えました。フィリポは述べ伝えるだけではなく、しるしを行っていたこともわかります。6節です。
使 8:6　群衆は、フィリポの行うしるしを見聞きしていたので、こぞってその話に聞き入った。
使 8:7　実際、汚れた霊に取りつかれた多くの人たちからは、その霊が大声で叫びながら出て行き、多くの中風患者や足の不自由な人もいやしてもらった。
使 8:8　町の人々は大変喜んだ。（こう記されています。）
イエス様や使徒達と同じように、そして、殉教したステファノと同じように、フィリポもまた、しるしを行うことが出来ました。多くの人々の病を癒したのです。そのような権威を持っていたので、サマリアの人々はフィリポの話に真剣に聞き入ったのでした。そして多くの人々が神の言葉を受け入れ、洗礼を受けたのでした。この時代に、洗礼を授ける権能が誰に与えられていたのかが分かりません。使徒達だけかと思えば、フィリポのような御言葉ではなく、実務を行うように選ばれた弟子達にも洗礼を授ける権能があったようです。
ここに一人の面白い人物が登場します。シモンと言う魔術師です。シモンは魔術でサマリアの人々を驚かせて、あれは神の力だと言わせていました。そして、自他供に偉大な人物だといっていたわけです。そのシモンは、フィリポが神の国とイエスキリストの名について福音を告げ知らせるのに付き従って、フィリポのすばらしい奇跡としるしが行われるのを見て驚いていたわけです。そして、このシモン自身も自分の商売が邪魔されていると思って反発したのではなく、フィリポから洗礼を受けて、付き従ったのでした。この時代はまだまだ呪術的な世界であり、このような魔術師のような職業が立派に存在していたのです。そして、フィリポの奇跡の業の方法を何とか覚えようとして、先生に従うように、フィリポに付き従っていたのだと思われます。
さてエルサレムにいた使徒達は、このようにフィリポによって、サマリアの人々が神の言葉を受け入れたと聞き、ペトロとヨハネをそこへ行かせました。15節です。

使 8:15　二人はサマリアに下って行き、聖霊を受けるようにとその人々のために祈った。
使 8:16　人々は主イエスの名によって洗礼を受けていただけで、聖霊はまだだれの上にも降っていなかったからである。
使 8:17　ペトロとヨハネが人々の上に手を置くと、彼らは聖霊を受けた。
聖霊を与えるのは、まだ使徒で無いといけなかったようです。フィリポはイエスの名によって洗礼を与えましたが、まだ聖霊は与えられていなかったのです。そこで、ペトロとヨハネがその人々のために祈り、そして人々の上に手を置くと、彼らは聖霊を受けたと書かれています。これは聖霊が与えられているかいないかは、明らかにわかったようです。聖霊を受けた後、どのように変えられたのかはとても興味のあるところです。たぶん喜びに満たされたのでしょう、ペトロとヨハネが手を置いて聖霊を与えると、シモンのような信仰のないものにも分かるようでした。そこで、驚いたシモンはこういうのです。18節です。
使 8:18　シモンは、使徒たちが手を置くことで、“霊”が与えられるのを見、金を持って来て、
使 8:19　言った。「わたしが手を置けば、だれでも聖霊が受けられるように、わたしにもその力を授けてください。」
シモンは、まじめに誠実に使徒達と取引をしようとしたのです。自分の魔術と同じように、その奇跡の力も、取引できるものと考えてしまいました。何か仕掛けがあって、それさえ教えてもらえば、誰にでも出来ると思ったわけです。そしてその業を身につければ、大金持ちになれると思ったわけです。純真と言えば純真な魔術師です。シモンの依頼に対して、ペトロはこのように言うのです。20節です。
使 8:20　すると、ペトロは言った。「この金は、お前と一緒に滅びてしまうがよい。神の賜物を金で手に入れられると思っているからだ。
使 8:21　お前はこのことに何のかかわりもなければ、権利もない。お前の心が神の前に正しくないからだ。
使 8:22　この悪事を悔い改め、主に祈れ。そのような心の思いでも、赦していただけるかもしれないからだ。
使 8:23　お前は腹黒い者であり、悪の縄目に縛られていることが、わたしには分かっている。」
ペトロは、シモンに、神の賜物を金で手に入れられると思っているようなものは滅びてしまうが良いと言いました。お前の心が神の前に正しくないからだと言いました。シモンは大変な勘違いをしていたわけです。私達も、もしかするとシモンと同じような勘違いをしている可能性もあります。シモンは、まじめに金で手に入れられると思ったのですが、私達もまじめにこの世の方法で、神の賜物を手に入れられると思っていることは無いでしょうか。それは献金だったり、奉仕だったり、努力だったり、力だったり、これだけやれば賜物が与えられるかもしれないと言う期待でやっているとしたら、それは大きな勘違いとなるでしょう。神の賜物はこの世の方法では手に入れることは出来ないのです。それはただ、神様を信じる信仰によるものなのです。もし私達の思いの中に、このような利己的な思いがあるならば、自分がという思いがあるならば、決して、神の賜物は与えられないのです。それは神様の前にその心が正しくないのです。正しい心は無心な心で、神様の意志を求める心です。シモンは滅びてしまうが良いと言う、ペトロの言葉を聴いて恐ろしくなりました。そしてこういいました。24節です。
使 8:24　シモンは答えた。「おっしゃったことが何一つわたしの身に起こらないように、主に祈ってください。」
使 8:25　このように、ペトロとヨハネは、主の言葉を力強く証しして語った後、サマリアの多くの村で福音を告げ知らせて、エルサレムに帰って行った。
シモンは無知ではありましたが、素直でした。そのような恐ろしいことが私の身に起こらないように、主に祈ってくださいと、ペトロにお願いするのです。このようにして、ペトロとヨハネはサマリアで福音を告げ知らせていくのです。このような異邦の地での伝道は最初から意図されたものではありませんでした。マタイの15章21節に書いてある、イエス様のカナンの女の信仰のところは、とても不思議な印象を与える場所です。イエス様がティルスとシドンの辺境の地に行かれたとき、カナンの女が「主よ、ダビデの子よ、私を憐れんでください。娘が悪霊にひどく苦しめられています。」と訴えたとき、イエス様は、「子供達のパンをとって、子犬にやってはいけない、といってはねつけたのです。その位、異邦人伝道に対しては、まだ消極的だったのです。それは、神の救済の計画が、まだ異邦人のところまでは至っていなかったからでした。その時が至ったのはイエス様が天に昇られて、弟子達の宣教による福音が伝えられて迫害されてからのものだったのです。このようにして、サマリア地方に初めて正式に福音が伝えられたのです。
転

もう一つのフィリポの働きは、エチオピアの高官に洗礼を施すと言う出来事でした。その出来事は、主の天子によってもたらされます。２6節です。
使 8:26　さて、主の天使はフィリポに、「ここをたって南に向かい、エルサレムからガザへ下る道に行け」と言った。そこは寂しい道である。
フィリポは、新しい働きを与えられました。でも何をするのかはまだ分かりませんでした。彼はすぐに出かけていきました。するとそこに、エチオピアの女王カンダケの高官で、女王の全財産の管理をしていたエチオピア人の宦官がエルサレムに礼拝に来て、馬車で帰る途中であった。と書かれています。エチオピアからエルサレムまでの旅はとても長いものです。普通の礼拝にでるのとは訳が違います。もしかすると、中国の三蔵法師がインドに仏典を学びに言ったようなものかもしれません。個人的な理由だけで、高官の役職を持つももの、財務大臣に相当するものが長い間旅をして、エルサレムに来るとは思えません。その高官は。馬車に乗って、預言者イザヤの書を朗読していました。すると、霊がフィリポに「追いかけて、あの馬車と一緒に行け」と言いました。ここで初めて、フィリポに、その目的が与えられました。フィリポは走りよりました。すると、預言者イザヤの書を朗読しているのが聞こえたと言うのです。フィリポは、「読んでいることがお分かりになりますか」と尋ねました。宦官は、「手引きしてくれる人が無ければどうして分かりましょう。」といって、馬車に乗って、そばに座って教えてくれるようにフィリポに尋ねたのです。聖霊の働きはまるで、水が流れるがごとく、目的の場所へと導きます。何も分からずに出かけても、そのときそのときに聖霊は指示を与え、なすべきことを示してくれるのです。聖書の32節にはこう書いてあります。

使 8:32　彼が朗読していた聖書の個所はこれである。「彼は、羊のように屠り場に引かれて行った。毛を刈る者の前で黙している小羊のように、／口を開かない。
使 8:33　卑しめられて、その裁きも行われなかった。だれが、その子孫について語れるだろう。彼の命は地上から取り去られるからだ。」
使 8:34　宦官はフィリポに言った。「どうぞ教えてください。預言者は、だれについてこう言っているのでしょうか。自分についてですか。だれかほかの人についてですか。」
使 8:35　そこで、フィリポは口を開き、聖書のこの個所から説きおこして、イエスについて福音を告げ知らせた。
フィリポは、走りよって、宦官が読んでいる聖書の箇所を聞いた時、これはイエス様のことだという思いをしたのだと思います。そして、イエス様のことを語りたい思いで、読んでいることがお分かりになりますかと尋ねたのだと思います。聖霊に導かれて、運命的な出会いが与えられたことを感じたのだと思います。そしてフィリポは聖書の箇所から説き起こして、イエスについて福音を告げ知らせると、水のあるところに来たと書かれています。そこで宦官は、「ここに水があります。洗礼を受けるのに何か妨げがあるでしょうか。」と尋ねました。フィリポは二人で水の中に入って、宦官に洗礼を授けました。これが、まったくの外国人に対する洗礼の第一号となるわけです。これが使徒によってではなく、執事によってなされたところが不思議なところです。実はこの洗礼はとても例外的なのです。と言うのは、洗礼を受けるためには、割礼を受けなければならないからです。でも、宦官は、割礼を受けることなく、洗礼を受けました。これがその後の、割礼なしの洗礼の始まりであり、問題の始まりともなるわけです。ですが、このことによって、異邦人に対する伝道は更に自由に、広く行われるようになっていったのです。
　そして聖書では、この後の様子が記されています。39節です。
使 8:39　彼らが水の中から上がると、主の霊がフィリポを連れ去った。宦官はもはやフィリポの姿を見なかったが、喜びにあふれて旅を続けた。
使 8:40　フィリポはアゾトに姿を現した。そして、すべての町を巡りながら福音を告げ知らせ、カイサリアまで行った。
フィリポは、この後アゾとに現れ、カイザリアまで行ったと書かれています。執事のフィリポが聖書に書かれている箇所はごくわずかですが、とても生き生きと書かれています。この後、フィリポは聖書には現れないのでしょうか。調べてみました。それは、使徒言行録21章の7節に再び書いてありました。
◆パウロ、エルサレムへ行く
使 21:7　わたしたちは、ティルスから航海を続けてプトレマイスに着き、兄弟たちに挨拶して、彼らのところで一日を過ごした。
使 21:8　翌日そこをたってカイサリアに赴き、例の七人の一人である福音宣教者フィリポの家に行き、そこに泊まった。
使 21:9　この人には預言をする四人の未婚の娘がいた。
例の七人の一人である福音宣教者フィリポというのがその人です。パウロがギリシャからエルサレムに帰る途中に、このフィリポの家に寄って、そこに泊まったのです。そこは何と、8章で、出てきたカイザリアに、家を設け、家族を設けていたのです。8章では最後に、カイザリアまで行ったとなって終わっていますが、その後は、この21章で、家と家族があったことが分かるのです。
結

フィリポは、教会の迫害の中にあって、サマリアに逃れ、そして、更にはカイザリアまで逃れたのですが、ただ逃げ回っていたのではありませんでした。迫害を避けながらも聖霊の導きを、与えられ、その場その場でのめざましい働きを与えられていました。そしてその働きは用いられて、本人にはまったく意図しなかったのですが、異邦人伝道のさきがけとなったのです。そこには、まったく暗さは感じられません。むしろ、福音の伝道が力強く伝えられている喜びを感じるものです。私達もまた、今、御殿場教会を逃れているわけですが、聖霊の導きを与えられるとき、今このままでも、良き働きを与えられ、信仰の証の生活をしていくことができるのではないかと思っています。迫害を逃れて、散っていった人は、それまで持っているものは失っても、イエスキリストの信仰を、喜びに溢れて、持ち帰って行ったのです。私達も、その信仰によって今、生かされ、満たされたいと思うのであります。
(一分間黙祷しみんなで祈る)
(祈り)

天の父なる神様、今週もまた、供に祈り、賛美するときが与えられ感謝いたします。今日は、その10回目の祈念すべき日となりました。あなたの恵と導きによって、喜びを持って、この勤めに使えることが出来ましたことを感謝いたします。あなたが私達を、不思議な御業によって守ってくださっていることを覚えるものです。本当に、あっという間の10回目であり、供に祈り賛美することによって、どれだけ、互いに、励まされ、力づけられているか分かりません。どうかこれからもまた、あなたのもとに集うことが出来ますように。そしてこの集いが、また新しい働きとしても用いられますようにお祈りいたします。この状態が何年続くのかも分かりませんが、あなたが示されるときまで、あなたの御心のままに行うことが出来ますように。
世の中では、ギリシャの財政破綻や、日本の政局不安や、環境問題による、いろいろな異変と不安とが生じています。神様どうかそのようなことが、あなたのみ心にかなって、解決されますように。人間の無邪気で利己的な思いが、世界を悪化させ不安にさせています。シモンのように、なんでも金で解決できると思っているのかもしれません。神様、どうか、あなたのみ前に正しいものとなって、あなたの働きのために一人ひとりが用いられるものでありますように。無我の思いで、あなたに祈りもとめることが出来ますように。そして、弱いものにそのしわ寄せが来ませんようにお守りください。
この祈りを主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。
使 8:1　サウロは、ステファノの殺害に賛成していた。
◆エルサレムの教会に対する迫害
その日、エルサレムの教会に対して大迫害が起こり、使徒たちのほかは皆、ユダヤとサマリアの地方に散って行った。
使 8:2　しかし、信仰深い人々がステファノを葬り、彼のことを思って大変悲しんだ。
使 8:3　一方、サウロは家から家へと押し入って教会を荒らし、男女を問わず引き出して牢に送っていた。
◆サマリアで福音が告げ知らされる
使 8:4　さて、散って行った人々は、福音を告げ知らせながら巡り歩いた。
使 8:5　フィリポはサマリアの町に下って、人々にキリストを宣べ伝えた。
使 8:6　群衆は、フィリポの行うしるしを見聞きしていたので、こぞってその話に聞き入った。
使 8:7　実際、汚れた霊に取りつかれた多くの人たちからは、その霊が大声で叫びながら出て行き、多くの中風患者や足の不自由な人もいやしてもらった。
使 8:8　町の人々は大変喜んだ。
使 8:9　ところで、この町に以前からシモンという人がいて、魔術を使ってサマリアの人々を驚かせ、偉大な人物と自称していた。
使 8:10　それで、小さな者から大きな者に至るまで皆、「この人こそ偉大なものといわれる神の力だ」と言って注目していた。
使 8:11　人々が彼に注目したのは、長い間その魔術に心を奪われていたからである。
使 8:12　しかし、フィリポが神の国とイエス・キリストの名について福音を告げ知らせるのを人々は信じ、男も女も洗礼を受けた。
使 8:13　シモン自身も信じて洗礼を受け、いつもフィリポにつき従い、すばらしいしるしと奇跡が行われるのを見て驚いていた。
使 8:14　エルサレムにいた使徒たちは、サマリアの人々が神の言葉を受け入れたと聞き、ペトロとヨハネをそこへ行かせた。
使 8:15　二人はサマリアに下って行き、聖霊を受けるようにとその人々のために祈った。
使 8:16　人々は主イエスの名によって洗礼を受けていただけで、聖霊はまだだれの上にも降っていなかったからである。
使 8:17　ペトロとヨハネが人々の上に手を置くと、彼らは聖霊を受けた。
使 8:18　シモンは、使徒たちが手を置くことで、“霊”が与えられるのを見、金を持って来て、
使 8:19　言った。「わたしが手を置けば、だれでも聖霊が受けられるように、わたしにもその力を授けてください。」
使 8:20　すると、ペトロは言った。「この金は、お前と一緒に滅びてしまうがよい。神の賜物を金で手に入れられると思っているからだ。
使 8:21　お前はこのことに何のかかわりもなければ、権利もない。お前の心が神の前に正しくないからだ。
使 8:22　この悪事を悔い改め、主に祈れ。そのような心の思いでも、赦していただけるかもしれないからだ。
使 8:23　お前は腹黒い者であり、悪の縄目に縛られていることが、わたしには分かっている。」
使 8:24　シモンは答えた。「おっしゃったことが何一つわたしの身に起こらないように、主に祈ってください。」
使 8:25　このように、ペトロとヨハネは、主の言葉を力強く証しして語った後、サマリアの多くの村で福音を告げ知らせて、エルサレムに帰って行った。
◆フィリポとエチオピアの高官
使 8:26　さて、主の天使はフィリポに、「ここをたって南に向かい、エルサレムからガザへ下る道に行け」と言った。そこは寂しい道である。
使 8:27　フィリポはすぐ出かけて行った。折から、エチオピアの女王カンダケの高官で、女王の全財産の管理をしていたエチオピア人の宦官が、エルサレムに礼拝に来て、
使 8:28　帰る途中であった。彼は、馬車に乗って預言者イザヤの書を朗読していた。
使 8:29　すると、“霊”がフィリポに、「追いかけて、あの馬車と一緒に行け」と言った。
使 8:30　フィリポが走り寄ると、預言者イザヤの書を朗読しているのが聞こえたので、「読んでいることがお分かりになりますか」と言った。
使 8:31　宦官は、「手引きしてくれる人がなければ、どうして分かりましょう」と言い、馬車に乗ってそばに座るようにフィリポに頼んだ。
使 8:32　彼が朗読していた聖書の個所はこれである。「彼は、羊のように屠り場に引かれて行った。毛を刈る者の前で黙している小羊のように、／口を開かない。
使 8:33　卑しめられて、その裁きも行われなかった。だれが、その子孫について語れるだろう。彼の命は地上から取り去られるからだ。」
使 8:34　宦官はフィリポに言った。「どうぞ教えてください。預言者は、だれについてこう言っているのでしょうか。自分についてですか。だれかほかの人についてですか。」
使 8:35　そこで、フィリポは口を開き、聖書のこの個所から説きおこして、イエスについて福音を告げ知らせた。
使 8:36　道を進んで行くうちに、彼らは水のある所に来た。宦官は言った。「ここに水があります。洗礼を受けるのに、何か妨げがあるでしょうか。」
†
使 8:38　そして、車を止めさせた。フィリポと宦官は二人とも水の中に入って行き、フィリポは宦官に洗礼を授けた。
使 8:39　彼らが水の中から上がると、主の霊がフィリポを連れ去った。宦官はもはやフィリポの姿を見なかったが、喜びにあふれて旅を続けた。
使 8:40　フィリポはアゾトに姿を現した。そして、すべての町を巡りながら福音を告げ知らせ、カイサリアまで行った。
◆サウロの回心
◆パウロ、エルサレムへ行く
使 21:7　わたしたちは、ティルスから航海を続けてプトレマイスに着き、兄弟たちに挨拶して、彼らのところで一日を過ごした。
使 21:8　翌日そこをたってカイサリアに赴き、例の七人の一人である福音宣教者フィリポの家に行き、そこに泊まった。
使 21:9　この人には預言をする四人の未婚の娘がいた。
